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野
村
篁
園
の
「
雅
詞
」
と
清
代
の
詞
壇
（203）794
は
じ
め
に
　
野
村
篁
園
（
一
七
七
五
│
一
八
四
三
）、
名
は
直なお
温はる
、
字
は
君
玉
、
通
称
兵
蔵
、
江
戸
幕
府
の
最
高
学
府
昌
平
黌
（
昌
平
坂
学
問
所
）
に
務
め
た
儒
者
で
あ
る
。
篁
園
は
短
篇
長
篇
に
わ
た
っ
て
絶
句
、
律
詩
、
排
律
、
古
体
詩
、
駢
賦
な
ど
を
多
作
し
て
お
り
、
そ
の
上
に
江
戸
時
代
に
お
い
て
異
例
的
と
言
え
る
ほ
ど
多
く
の
填
詞
作
品
を
残
し
た
作
家
で
あ
る
。
そ
の
偉
業
を
神
田
喜
一
郎
は
『
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
Ｉ
│
│
日
本
填
詞
史
話　
上
│
│
』
に
お
い
て
「
江
戸
時
代
に
出
た
最
大
の
填
詞
作
家
で
あ
る
）
1
（
」
と
称
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
述
し
た
神
田
喜
一
郎
の
著
作
で
の
紹
介
以
降
、
篁
園
の
填
詞
に
焦
点
を
当
て
る
専
門
的
な
論
考
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
に
お
い
て
、「
填
詞
」
は
「
漢
詩
」
に
較
べ
る
と
、
極
め
て
馴
染
み
の
薄
い
文
体
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
遺
憾
と
し
て
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
篁
園
の
填
詞
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
論
文
を
発
表
し
て
き
た
）
2
（
。
　
篁
園
の
填
詞
の
特
徴
と
い
え
ば
、
ま
ず
は
そ
の
「
雅
詞
」
と
分
類
さ
れ
る
詞
風
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
雅
詞
」
と
は
、
姜
（
一
一
五
五
？
│
一
二
〇
九
？
）
3
（
）
を
始
め
、
史
達
祖
（
一
一
六
二
？
│
一
二
一
〇
？
）
4
（
）、
呉
文
英
（
一
二
一
五
？
│
一
二
七
六
？
）
5
（
）、
王
沂
孫
（
一
二
三
一
？
│
一
二
九
一
？
）
6
（
）、
張
炎
（
一
二
四
八
│
一
三
二
〇
？
）
な
ど
南
宋
の
詞
人
を
中
心
に
、
音
楽
と
の
調
和
を
重
視
し
、
洗
練
さ
れ
た
言
葉
に
よ
る
「
雅
正
」
な
詞
風
を
い
う
）
7
（
。
近
人
の
夏
承
燾
は
『
域
外
詞
選
』
に
お
い
て
篁
園
の
填
詞
に
つ
い
て
「
姜
白
石
（
姜
）、
史
梅
渓
（
史
達
祖
）
の
刻
劃
の
筆
を
以
っ
て
、
江
郷
（
江
戸
）
の
風
味
を
写うつ
す
。
人
を
し
てし
ゅ
ん
鱸ろ
の
想
い
を
有ゆう
せ
し
む
」「
詠
物
の
作
、
細さい
膩じ
は
史
達
祖
、
呉
文
英
に
減ゆず
ら
ざ
る
）
8
（
」（
原
漢
文
）
と
述
べ
て
い
る
。
　
ま
た
、
篁
園
の
填
詞
作
品
に
は
も
う
一
つ
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
は
詠
物
詞
の
多
作
で
あ
る
。
篁
園
の
詞
集
『
秋
篷
笛
譜
）
9
（
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
全
百
六
十
六
首
の
填
詞
の
う
ち
に
、
詠
物
に
分
類
さ
れ
る
作
品
は
ほ
ぼ
半
数
に
の
ぼ
る
。
　
な
ぜ
篁
園
は
北
宋
で
は
な
く
南
宋
、
そ
れ
も
「
雅
詞
」
に
傾
倒
し
た
の
か
。
こ
れ
は
他
の
同
時
代
の
江
戸
詞
人
た
ち
と
明
ら
か
に
違
う
傾
向
に
あ
り
、
日
本
野
村
篁
園
の
「
雅
詞
」
と
清
代
の
詞
壇
│
│ 
そ
の
詠
物
詞
を
手
が
か
り
に 
│
│
陳　
　
　
竺　
慧
793（204）
に
お
い
て
填
詞
と
い
う
文
体
の
受
容
を
考
察
す
る
上
に
、
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
論
文
で
は
篁
園
の
填
詞
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
大
き
な
割
合
を
占
め
る
詠
物
詞
を
手
が
か
り
に
、
関
連
の
問
題
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
一
、
篁
園
の
填
詞
に
お
い
て
詞
牌
と
題
材
の
選
択
　
填
詞
は
音
楽
に
乗
せ
て
歌
う
た
め
に
作
ら
れ
た
文
体
で
あ
る
。
書
き
た
い
内
容
に
合
う
よ
う
な
曲
調
を
選
び
、
ま
た
は
曲
調
に
合
う
よ
う
な
内
容
を
書
く
の
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
填
詞
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
極
め
て
緊
要
な
こ
と
で
あ
り
、
作
家
の
特
徴
が
よ
く
出
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
（
１
）
詞
牌
　
ま
ず
、
篁
園
が
填
詞
し
た
南
宋
雅
詞
派
詞
人
の
「
自
度
曲
」
の
詞
牌
と
そ
の
詞
題
を
作
者
別
に
見
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
▼
姜
（
以
下
姜
白
石
と
い
う
）
の
自
度
曲
　
◇
琵
琶
仙
│
│
聽
清
川
道
人
彈
琵
琶
　
◇
石
湖
仙
│
│
夏
日
遊
筱
池
　
◇
惜
紅
衣
　
◇
秋
宵
吟
　
◇
疎
影
│
│
詠
寒
柳
　
◇
疎
影
│
│
梅
影
　
◇
疎
影
│
│
為
吉
田
生
題
柳
陰
晚
歸
圖
　
◇
綠
意
）
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（
│
│
種
竹
▼
史
達
祖
の
自
度
曲
　
◇
雙
雙
燕
│
│
本
意
▼
呉
文
英
の
自
度
曲
　
◇
西
子
妝
慢
│
│
荷
花
　
◇
惜
秋
華
│
│
牽
牛
花
▼
楊
纘
の
自
度
曲
　
◇
被
花
惱
│
│
水
仙
▼
張
炎
の
自
度
曲
　
◇
梅
子
黃
時
雨
│
│
蠶
豆
　
南
宋
雅
詞
派
の
詞
人
た
ち
の
多
く
は
音
楽
に
精
通
し
、
旧
来
の
曲
調
を
使
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
も
作
曲
を
行
っ
た
。
そ
の
新
た
に
出
来
た
曲
調
を
「
自
度
曲
」
と
い
う
。
例
え
ば
姜
白
石
の
詞
集
『
白
石
道
人
歌
曲
』
に
は
数
多
く
の
自
度
曲
が
あ
り
、
そ
の
楽
譜
も
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
。
工
尺
譜
の
性
質
上
、
完
全
な
再
現
は
で
き
な
い
が
、
雅
詞
の
雰
囲
気
を
垣
間
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
　
こ
れ
ら
南
宋
雅
詞
派
の
詞
人
た
ち
に
よ
る
自
度
曲
の
詞
牌
の
多
く
は
、
そ
の
作
者
自
身
、
ま
た
は
そ
の
周
辺
の
交
流
の
あ
る
文
人
の
間
に
し
か
填
詞
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
雅
詞
は
極
め
て
文
人
趣
味
な
も
の
で
、
巷
に
歌
わ
れ
る
よ
野
村
篁
園
の
「
雅
詞
」
と
清
代
の
詞
壇
（205）792
う
な
楽
曲
で
は
な
く
、
広
く
流
行
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
で
あ
る
。
作
例
を
調
べ
て
み
る
と
、「
疎
影
」「
雙
雙
燕
」
の
よ
う
な
雅
詞
の
代
表
作
と
言
え
る
も
の
以
外
は
、
宋
末
元
初
で
作
例
が
途
切
れ
、
清
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
ま
た
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
詞
牌
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
姜
白
石
の
「
琵
琶
仙
」
と
い
う
自
度
曲
は
姜
白
石
自
身
の
作
品
以
外
、
最
初
の
作
例
は
李
良
年
（
一
六
三
五
│
一
六
九
四
）、
李
符
（
一
六
三
九
│
一
六
八
九
）、
納
蘭
性
德
（
一
六
五
五
│
一
六
八
五
）
な
ど
清
初
の
詞
人
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
李
良
年
と
李
符
は
姜
白
石
の
填
詞
を
理
想
な
境
地
と
す
る
浙
西
詞
派
の
詞
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
南
宋
雅
詞
を
意
識
し
た
上
で
の
作
品
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
も
そ
も
詞
牌
は
時
代
が
下
る
に
連
れ
、
そ
の
曲
調
を
失
っ
て
い
く
。
前
述
の
通
り
、
確
か
に
姜
白
石
の
自
度
曲
の
よ
う
に
珍
し
く
楽
譜
が
残
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
姜
白
石
の
自
度
曲
含
め
、
篁
園
が
活
躍
し
た
天
保
期
（
一
八
三
〇
│
一
八
四
四
）
に
は
、
中
国
で
も
日
本
で
も
、
こ
れ
ら
の
詞
牌
が
実
際
に
演
奏
さ
れ
、
歌
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
曲
調
を
抜
き
に
し
て
、
単
な
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
自
度
曲
の
詞
牌
と
似
た
よ
う
な
構
成
の
詞
牌
は
他
に
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
篁
園
は
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
ら
の
詞
牌
を
用
い
て
填
詞
し
た
。
こ
れ
は
決
し
て
無
作
為
に
、
あ
る
い
は
偶
然
に
選
ん
だ
の
で
は
な
く
、
清
代
の
詞
人
た
ち
と
同
様
に
、「
雅
詞
」
を
意
識
し
た
上
で
の
選
択
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
（
２
）
題
材
　
次
は
篁
園
の
詠
物
詞
の
題
材
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。【
表
一
】
は
篁
園
の
詠
物
詞
に
登
場
し
た
題
材
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
時
代
」
と
い
う
の
は
そ
の
詠
物
の
対
象
が
詩
ま
た
は
詞
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
を
指
す
。
　
詠
物
の
題
材
は
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
二
つ
大
き
な
変
化
が
起
き
た
。
一
つ
は
題
材
の
細
分
化
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
伝
統
的
に
詠
物
の
題
材
と
み
な
さ
れ
て
い
な
い
物
を
取
り
扱
う
こ
と
で
あ
る
）
11
（
。
同
じ
現
象
は
篁
園
の
填
詞
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
篁
園
は
「
梅
」
を
詠
じ
た
だ
け
で
は
な
く
、
限
定
語
を
加
え
て
、「
蠟
梅
」「
梅
影
」「
紅
梅
」
な
ど
、
細
か
く
分
け
て
個
別
に
詠
じ
て
い
た
。
ま
た
、「
沙
」「
銀
魚
」「
蠶
豆
」
な
ど
も
、
宋
代
で
新
た
に
詠
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
題
材
で
あ
り
、
篁
園
は
こ
れ
も
踏
襲
し
て
い
る
。
　
た
だ
、
こ
れ
は
篁
園
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
「
詩
壇
」
全
体
表
一
、
篁
園
の
詠
物
詞
に
登
場
し
た
題
材
の
分
類
時
代
題　
　
　
　
材
〜
唐
桂
花
、
菊
花
、
梅
花
、
荷
花
、
海
棠
、
薔
薇
、
芍
藥
、
梔
花
、
牡
丹
、
梨
花
、
木
蘭
、
白
牡
丹
、
蓼
花
、
蘆
花
、
藤
花
、
雁
、
子
規
、
杜
鵑
、
燕
、
秋
蝶
、
螢
、
蟋
蟀
、
枇
杷
、
柑
、
筍
、
蟹
、
古
刀
宋
茉
莉
、
瑞
香
、
水
仙
花
、
櫻
花
、
綠
陰
、
繡
毬
花
、
牽
牛
花
、
秋
花
、
蠟
梅
、
紅
梅
、
玉
蘭
、
夾
竹
桃
、
巖
桂
、
梅
影
、
素
馨
花
、
沙
、
銀
魚
、
蠶
豆
、
棕
魚
元
睡
蝶
、
繡
鞋
明
秋
海
棠
清
寒
柳
そ
の
他
福
壽
草
、
櫻
草
、
卯
花
、
鰹
魚
、
水
笙
、
西
瓜
燈
791（206）
の
傾
向
で
も
あ
る
。
例
え
ば
篁
園
と
同
時
代
の
漢
詩
人
大
窪
詩
仏
（
一
七
六
七
│
一
八
三
七
）
は
多
く
の
詠
物
詩
を
連
作
し
て
お
り
、
梅
を
「
梅
蕾
」「
未
開
梅
」
「
乍
開
梅
」「
半
開
梅
」「
全
開
」「
未
謝
梅
」「
梅
實
」
と
極
め
て
細
か
く
系
統
的
に
詠
じ
て
い
る
）
12
（
。
太
田
賀
象
（
一
七
四
五
│
一
八
〇
四
）
の
『
玩
鷗
先
生
詠
物
百
首
）
13
（
』
の
中
に
も
「
顯
微
鏡
ム
シ
メ
ガ
子
」「
硝
子
壺
中
魚
」
な
ど
、
従
来
詠
じ
ら
れ
て
い
な
い
題
材
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
詠
物
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
発
展
し
て
い
け
ば
、
必
然
的
に
た
ど
り
つ
く
表
現
の
世
界
で
あ
ろ
う
か
、
当
時
の
江
戸
の
詩
壇
の
流
行
の
風
を
受
け
た
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
填
詞
は
漢
詩
と
違
い
、
さ
ら
に
詞
牌
と
い
う
要
素
も
題
材
の
選
択
に
影
響
を
与
え
る
。
例
え
ば
、
篁
園
に
は
「
掃
花
遊
」
と
い
う
詞
牌
で
「
緑
陰
」
を
詠
じ
た
作
品
と
「
疎
影
」
と
い
う
詞
牌
で
「
梅
影
」
を
詠
じ
た
作
品
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
南
宋
の
雅
詞
派
詞
人
で
あ
る
王
沂
孫
の
同
題
作
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
篁
園
は
南
宋
雅
詞
派
の
詞
人
た
ち
に
影
響
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
清
代
の
浙
西
詞
派
の
詞
人
た
ち
の
作
品
に
も
影
響
さ
れ
て
い
る
。
篁
園
に
は
「
惜
秋
華
」
と
い
う
詞
牌
で
「
牽
牛
花
」
を
詠
じ
た
作
品
が
あ
る
が
、「
惜
秋
華
」
は
呉
文
英
の
自
度
曲
で
あ
り
、
決
し
て
作
例
の
多
い
詞
牌
で
は
な
い
。
そ
の
中
で
も
浙
西
詞
派
の
代
表
的
な
詞
集
『
浙
西
六
家
詞
』
の
う
ち
に
李
良
年
、
李
符
、
沈
岸
登
（
一
六
五
〇
│
？
）、
沈
日
（
一
六
三
七
│
一
七
〇
三
）、
龔
翔
麟
（
一
六
五
八
│
一
七
三
三
）
の
五
人
に
は
篁
園
と
同
じ
「
惜
秋
華
」
で
「
牽
牛
花
」
を
詠
じ
た
同
題
作
が
あ
る
。
篁
園
は
浙
西
詞
派
の
作
品
を
読
ん
で
、
自
ら
同
題
で
填
詞
を
試
み
た
で
あ
ろ
う
。
　
南
宋
雅
詞
派
の
詞
人
も
浙
西
詞
派
の
詞
人
も
、
詠
物
詞
を
多
作
し
て
い
た
。
篁
園
の
詠
物
詞
の
多
作
は
、
手
本
と
し
た
詞
人
の
影
響
も
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
篁
園
は
決
し
て
中
国
の
題
材
を
踏
襲
し
た
作
品
ば
か
り
制
作
し
た
の
で
は
な
く
、「
桜
草
」「
鰹
魚
」「
卯
花
」「
福
壽
草
」
な
ど
日
本
の
特
有
の
植
物
、
食
べ
物
と
日
本
の
風
物
も
填
詞
の
題
材
に
し
て
い
た
。
二
、
篁
園
の
詠
物
詞
の
表
現
手
法
に
つ
い
て
　
南
宋
の
雅
詞
派
の
詞
人
で
あ
る
張
炎
は
填
詞
に
お
け
る
詠
物
の
難
し
さ
と
そ
の
要
点
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
詩
難
詠
物
，
詞
為
尤
難
。
體
識
稍
真
，
則
拘
而
不
暢
。
寫
差
遠
，
則
晦
而
不
明
。
須
收
縱
聯
密
，
用
事
合
題
。
如
邦
卿
「
東
風
第
一
枝
」
詠
雪
、「
雙
雙
燕
」
詠
燕
、
白
石
「
齊
天
樂
」
賦
促
織
，
全
章
精
粹
，
了
然
在
目
，
而
不
留
滯
於
物
者
也
。
　
詩
は
物
を
詠
ず
る
こ
と
難
き
、
詞
は
尤もっとも
難
し
と
為
す
。
體たい
識しき
稍やや
真
な
れ
ば
、
則
ち
拘とら
わ
れ
て
暢とお
ら
ず
。
ぼ
寫しゃ
差や
や
遠
け
れ
ば
、
則
ち
晦くら
く
し
て
明
ら
か
な
ら
ず
。
須すべか
ら
く
收
し
ゅ
う
縱じゅう
聯れん
密みつ
に
し
て
、
用
事
は
題
に
合
う
べ
し
。
邦
卿
の
「
東とう
風ふう
第
一
枝
」
詠
雪
、「
雙
雙
燕
」
詠
燕
、
白
石
の
「
齊さい
天てん
樂らく
」
賦
促そう
織しょ
くの
如
き
は
、
全
章
精せい
粹すい
た
り
、
了
然
と
し
て
目
に
在
り
て
、
而
し
て
物
に
留
り
ゅ
う
滯たい
せ
ざ
る
者
な
り
。
野
村
篁
園
の
「
雅
詞
」
と
清
代
の
詞
壇
（207）790
　
張
炎
は
姜
白
石
と
並
べ
て
「
姜
張
」
と
呼
ば
れ
、
姜
白
石
の
詞
風
の
後
継
者
で
あ
り
、『
詞
源
』
を
著
し
「
雅
詞
」
の
概
念
を
確
立
さ
せ
た
詞
人
で
あ
る
。
こ
こ
で
引
用
し
た
の
は
、
清
の
王
又
華
（
生
卒
年
不
詳
）
が
『
詞
源
』
か
ら
抜
粋
し
て
『
古
今
詞
論
』
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
古
今
詞
論
』
は
清
の
査
継
超
（
生
卒
年
不
詳
）
が
編
纂
し
た
『
詞
学
全
書
）
14
（
』
に
収
め
ら
れ
、
日
本
に
将
来
さ
れ
て
昌
平
黌
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
た
め
、
篁
園
が
最
も
手
に
し
や
す
い
填
詞
の
参
考
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
篁
園
は
詠
物
詞
を
作
る
こ
と
の
難
し
さ
を
知
っ
た
上
で
こ
れ
に
挑
戦
し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
　
篁
園
は
こ
の
張
炎
の
詞
論
の
中
に
例
と
し
て
上
げ
た
史
達
祖
の
「
東
風
第
一
枝
│
│
詠
春
雪
」「
雙
雙
燕
│
│
詠
燕
」、
姜
白
石
の
「
齊
天
樂
」
を
明
ら
か
に
意
識
し
て
制
作
し
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
篁
園
の
「
東
風
第
一
枝
│
│
梅
花
。
用
史
邦
卿
春
雪
韻
。」
は
詠
物
の
対
象
こ
そ
違
う
も
の
の
、
史
達
祖
の
作
品
に
次
韻
し
た
と
明
記
し
て
い
る
。
他
に
「
雙
雙
燕
│
│
本
意
」「
齊
天
樂
│
│
蟋
蟀
」
も
あ
り
、
篁
園
は
雅
詞
派
の
詠
物
の
名
作
を
手
本
と
し
て
そ
の
手
法
を
学
ん
で
い
た
。
　
こ
の
中
か
ら
「
雙
雙
燕
│
│
本
意
」
を
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。
▼
雙
雙
燕
│
│
本
意
（
野
村
篁
園
）
　
禊
辰
漸
進
，
早
滄
海
飛
回
，
一
雙
羈
羽
。
烏
衣
巷
冷
，
重
訪
故
巢
何
處
。
祇
為
依
依
戀
主
。
又
不
擇
、
雕
梁
繡
戸
。
春
塘
競
啄
芹
泥
，
晚
徑
斜
衝
杏
雨
。
　
禊
辰
漸よう
やく
進
み
、
早
く
滄
海
よ
り
飛
び
回かえ
り
、
一
雙
の
羈き
羽う
。
烏
衣
巷
冷
し
、
重
ね
訪
ぬ
故
巢
は
何
處
か
と
。
祇た
だ
依
依
と
し
て
主
を
戀
ふ
る
為
に
す
。
又
た
擇
ば
ず
、
雕
梁
繡
戸
を
。
春
塘
に
競
い
て
芹
泥
を
啄ついばみ
、
晚
徑
に
斜
に
杏
雨
を
衝
く
。
　
將
訴
。
經
年
離
緒
。
向
綠
綺
窗
邊
，
細
傳
喃
語
。
往
蹤
堪
認
，
猶
繫
足
間
紅
縷
。
最
愛
微
風
院
宇
。
乍
趁
蝶
、
輕
穿
芳
樹
。
試
問
玉
剪
珠
簾
，
誰
續
太
初
佳
句
。
　
將
に
訴
え
ん
と
す
。
經
年
の
離
緒
。
綠
綺
の
窗
邊
に
向
け
、
細こま
か
に
喃
語
を
傳
ふ
。
往おう
蹤しょう
認
む
る
に
堪
ひ
、
猶
ほ
足
間
の
紅
縷
を
繫
ぐ
。
最
も
愛
す
る
微
風
の
院
宇
を
。
乍
ち
蝶
を
趁
ひ
、
輕
く
芳
樹
を
穿
つ
。
試
問
す
玉
剪
珠
簾
に
、
誰
か
太
初
の
佳
句
を
續
け
ん
と
。
▼
雙
雙
燕
│
│
詠
燕
（
史
達
祖
）
　
過
春
社
了
，
度
簾
幕
中
間
，
去
年
塵
冷
。
差
池
欲
住
，
試
入
舊
巢
相
並
。
還
相
雕
梁
藻
井
。
又
軟
語
、
商
量
不
定
。
飄
然
快
拂
花
梢
，
翠
尾
分
開
紅
影
。
　
春
社
を
過
ぎ
了おわ
ん
ぬ
、
簾
幕
の
中
間
を
度
り
、
去
年
の
塵
は
冷
し
。
差
池
し
て
住
ま
ん
と
欲
し
、
試こころみ
に
入
り
舊
巢
に
相
い
並
ぶ
。
還
た
雕
梁
藻
井
を
相み
る
。
又
た
軟
語
し
、
商
量
し
て
定
ま
ら
ず
。
飄
然
と
し
て
快はや
く
花
の
梢
を
拂はら
い
、
翠
尾　
紅
影
を
分
け
開
く
。
　
芳
徑
。
芹
泥
雨
潤
。
愛
貼
地
爭
飛
，
競
誇
輕
俊
。
紅
樓
歸
晚
，
看
足
柳
昏
花
暝
。
應
自
棲
香
正
穩
。
便
忘
了
、
天
涯
芳
信
。
愁
損
翠
黛
雙
蛾
，
日
日
畫
欄
獨
憑
。
789（208）
　
芳
徑
。
芹
泥　
雨
に
潤
ふ
。
地
に
貼
り
て
飛
び
争
う
を
愛
し
、
競
い
て
輕
俊
を
誇
る
。
紅
樓
に
歸
る
に
晚
し
、
柳
昏
き
花
暝
き
を
看
足
る
。
應
に
自
ず
か
ら
香
に
棲
み
て
正
に
穩
や
か
な
る
べ
し
。
便
ち
忘
了
す
、
天
涯
の
芳
信
。
愁
い
て
翠
黛
雙
蛾
を
損
い
、
日
日
畫
欄
に
獨
り
て
憑
る
。
　
篁
園
の
「
雙
雙
燕
」
と
史
達
祖
の
「
雙
雙
燕
」
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る
と
、
冒
頭
の
「
禊
辰
0
0
漸
進
」（
禊
辰
漸
く
進
み
）
と
「
過
春
社
0
0
了
」（
春
社
を
過
ぎ
了
ん
ぬ
）
と
は
同
じ
く
最
初
に
季
節
が
春
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
燕
が
飛
ん
で
旧
巣
に
戻
り
、
建
物
の
間
で
飛
び
跳
ね
る
様
子
を
描
き
、
春
の
風
物
を
映
し
出
す
。
下
片
は
引
き
続
い
て
、
燕
の
習
性
に
沿
っ
た
飛
ん
だ
り
戯
れ
た
り
す
る
姿
を
擬
人
化
し
な
が
ら
生
き
生
き
と
描
き
出
し
、
最
後
は
典
故
を
用
い
て
、
人
間
の
感
情
を
燕
の
行
動
と
結
び
つ
け
、
深
み
を
増
や
し
て
余
韻
を
残
す
と
い
う
似
通
っ
た
構
成
と
展
開
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
史
達
祖
の
「
雙
雙
燕
」
は
主
に
典
故
を
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
白
描
の
手
法
を
用
い
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
燕
の
動
き
、
習
性
を
描
写
し
て
い
る
。
全
詞
に
使
用
さ
れ
る
縁
語
、
例
え
ば
「
簾
幕
」「
雕
梁
藻
井
」「
芹
泥
」
な
ど
は
伝
統
的
に
燕
の
関
す
る
詩
語
で
あ
り
、
特
に
新
し
い
語
彙
や
難
し
い
言
い
回
し
は
使
用
し
て
い
な
い
。
典
故
に
つ
い
て
も
、「
便
忘
了
、
天
涯
芳
信
」（
便
ち
忘
了
す
、
天
涯
の
芳
信
）
だ
け
は
南
朝
江
淹
の
「
袖
中
有
短
書
、
願
寄
雙
飛
燕
）
15
（
」
（
袖
中
に
短
書
有
り
て
、
願
わ
く
ば
雙
飛
燕
に
寄
せ
ん
）
を
用
い
て
い
る
。
史
達
祖
は
「
欲
」「
試
」「
還
」「
又
」
な
ど
の
単
語
を
用
い
て
軽
妙
洒
脱
な
雰
囲
気
を
醸
し
、「
看
足
」「
忘
了
」
な
ど
口
語
的
な
動
詞
で
燕
の
擬
人
化
さ
れ
た
情
態
を
描
き
、「
不
即
不
離
」
と
い
う
詠
物
の
理
想
の
境
地
の
手
本
と
な
る
も
の
と
し
て
後
人
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
「
不
即
不
離
」
を
具
体
的
に
実
現
す
る
に
は
、
本
文
に
詠
物
の
対
象
を
直
接
示
さ
な
い
と
い
う
手
法
が
あ
る
。
南
宋
の
沈
義
父
（
一
二
〇
三
？
│
一
二
八
〇
？
）
16
（
）
は
詞
論
『
樂
府
指
迷
）
17
（
』
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
煉
句
下
語
，
最
是
緊
要
，
如
説
桃
，
不
可
直
説
破
桃
，
須
用
「
紅
雨
」「
劉
郎
」
等
字
。
如
説
柳
，
不
可
直
説
破
柳
，
須
用
「
章
臺
」「
灞
岸
」
等
字
。
　
句
を
煉
り
て
語
を
下
す
こ
と
は
最
も
是
れ
緊
要
な
り
。
如も
し
桃
を
説
か
ば
、
直
に
桃
を
説
破
す
べ
か
ら
ず
、
須
ら
く
「
紅
雨
」、「
劉
郎
」
等
の
字
を
用
う
べ
し
。
如
し
柳
を
説
か
ば
、
直
ち
に
柳
を
説
破
す
べ
か
ら
ず
，
須
ら
く
「
章
臺
」、「
灞
岸
」
等
の
字
を
用
う
べ
し
。
　
填
詞
に
お
い
て
こ
れ
は
南
宋
に
な
っ
て
か
ら
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
手
法
で
あ
る
。
例
え
ば
北
宋
の
蘇
東
坡
の
楊
花
を
詠
じ
た
「
水
龍
吟
」
と
い
う
詠
物
詞
の
名
作
と
さ
れ
る
作
品
は
本
文
に
は
っ
き
り
と
「
楊
花
」
の
二
文
字
を
出
し
た
。
し
か
し
、
雅
詞
派
の
詞
人
た
ち
が
詠
物
詞
を
制
作
す
る
時
に
は
、
こ
れ
は
極
力
に
避
け
ら
れ
て
い
た
。
特
に
史
達
祖
の
詠
物
詞
は
こ
の
手
法
を
細
心
に
守
っ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
を
前
提
に
し
て
改
め
て
篁
園
の
作
品
を
見
る
と
、
本
文
に
は
確
か
に
「
燕
」
の
文
字
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
篁
園
は
不
即
不
離
、
つ
ま
り
詠
物
対
象
の
描
写
に
お
い
て
「
付
か
ず
離
れ
ず
」
の
原
則
を
守
っ
て
い
る
。「
不
即
不
野
村
篁
園
の
「
雅
詞
」
と
清
代
の
詞
壇
（209）788
離
」
は
詠
物
詞
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
重
要
な
原
則
で
あ
り
、
評
価
の
基
準
で
も
あ
る
。
清
の
文
人
た
ち
は
、
お
お
む
ね
こ
の
作
詞
原
則
を
持
っ
て
、
詠
物
詞
の
良
し
悪
し
を
判
断
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
清
初
の
王
士
禎
（
一
六
三
四
│
一
七
一
一
）
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
詠
物
之
作
，
須
如
禪
家
所
謂
不
黏
不
脫
、
不
即
不
離
、
乃
為
上
乘
）
18
（
。
　
詠
物
の
作
は
、
須
ら
く
禪
家
の
所いわ
ゆ
る謂
不
黏
不
脱
、
不
即
不
離
の
如
け
れ
ば
、
乃
ち
上
乘
為
り
。
　
清
代
で
は
、
他
に
も
こ
の
原
則
に
つ
い
て
語
っ
た
詞
話
・
詞
論
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
）
19
（
。
　
し
か
し
前
述
の
通
り
、
史
達
祖
が
さ
ま
ざ
ま
な
動
詞
を
駆
使
し
、「
白
描
」
の
手
法
で
燕
を
完
全
に
擬
人
化
し
て
、
軽
や
か
な
動
き
を
見
せ
る
の
に
対
し
て
、
篁
園
の
填
詞
は
上
品
で
整
っ
て
い
る
も
の
の
、
い
か
に
し
て
も
軽
妙
さ
が
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
篁
園
は
本
文
に
「
燕
」
を
出
さ
ず
に
詠
じ
る
の
に
、
典
故
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
例
え
ば
上
片
の
「
烏
衣
巷
冷
）
20
（
」、
下
片
の
「
猶
繫
足
間
紅
縷
）
21
（
」「
玉
剪
珠
簾
）
22
（
」「
太
初
佳
句
）
23
（
」
な
ど
、「
燕
」
に
関
連
す
る
前
人
の
作
品
や
用
語
を
抽
出
し
、
巧
み
に
自
身
の
作
品
に
ち
り
ば
め
て
い
る
。
典
故
を
多
用
す
る
の
は
豊
か
な
学
殖
を
必
要
と
し
て
る
手
法
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
ど
う
し
て
も
重
厚
感
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
敢
え
て
い
え
ば
、
こ
れ
は
篁
園
の
儒
者
ら
し
い
学
者
気
質
が
填
詞
に
も
に
じ
み
出
た
結
果
だ
と
言
え
よ
う
。
　
篁
園
と
同
じ
く
昌
平
黌
の
教
授
で
あ
る
古
賀
侗
庵
（
一
七
八
八
│
一
八
四
七
）
は
篁
園
の
詩
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
評
し
た
。
　
篁
園
則
溫
厚
和
平
，
志
比
於
君
子
。
森
嚴
整
密
，
取
法
於
李
唐
。
鴻
博
富
麗
，
萃
材
於
四
庫
。
辭
意
兼
美
，
華
實
相
稱
。
無
一
毫
滲
漏
，
無
一
點
塵
俗
。
其
論
則
然
，
其
詩
亦
然
）
24
（
。
　
篁
園
は
則
ち
温
厚
和
平
に
し
て
志
を
君
子
に
比なら
ぶ
。
森
嚴
整
密
に
し
て
法
を
李
唐
に
取
る
。
鴻
博
富
麗
に
し
て
材
を
四
庫
に
萃
む
。
辭
意
兼
美
に
し
て
華
実
相
稱
ふ
。
一
毫
の
滲
漏
無
く
、
一
點
の
塵
俗
無
し
。
其
の
論
則
ち
然
り
、
其
の
詩
も
亦
た
然
り
。
　
侗
庵
の
言
い
た
い
こ
と
は
つ
ま
り
篁
園
の
詩
は
極
め
て
端
正
で
あ
り
、
唐
詩
に
学
び
、
典
故
を
多
用
し
、
詩
語
が
豊
富
で
、
格
調
も
高
く
俗
っ
ぽ
さ
を
一
切
感
じ
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
篁
園
の
填
詞
に
も
同
様
に
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
ま
た
、
清
代
の
詞
壇
を
長
く
に
わ
た
っ
て
影
響
を
及
ぼ
し
た
浙
西
詞
派
の
中
心
人
物
朱
彝
尊
（
一
六
二
九
│
一
七
〇
九
）
や
篁
園
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
常
州
詞
派
の
張
恵
言
（
一
七
六
一
│
一
八
〇
二
）
な
ど
の
填
詞
作
家
の
多
く
は
経
学
に
も
精
通
し
、
学
問
を
持
っ
て
填
詞
す
る
た
め
に
、
清
代
の
填
詞
は
「
学
人
の
詞
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
篁
園
に
も
同
じ
傾
向
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
787（210）
三
、
篁
園
の
填
詞
に
つ
い
て
の
主
張
（
１
）
篁
園
の
主
張
　
篁
園
が
填
詞
に
つ
い
て
自
ら
論
じ
た
文
章
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
門
人
の
日
下
部
夢
香
（
？
│
一
八
六
三
）
の
詞
集
『
夢
香
詞
』
の
た
め
に
篁
園
が
書
い
た
序
文
か
ら
そ
の
填
詞
に
つ
い
て
の
主
張
が
窺
え
る
。
　
填
詞
一
道
，
蓋
楚
騷
之
變
格
，
而
漢
賦
之
遺
聲
也
。
唐
闢
其
源
，
宋
隆
其
軌
。
大
約
假
綺
羅
而
寓
興
，
緣
鞶
以
攄
懷
。
比
之
長
卿
之
拂
袖
掛
釵
，
子
建
之
獻
璫
解
珮
。
雖
有
益
于
諷
喻
也
，
得
無
近
乎
淫
哇
乎
。
…
（
中
略
）
…
笑
草
堂
之
多
陋
習
，
憾
蘭
畹
之
少
佳
篇
。
追
格
於
碧
山
，
繼
蹤
於
白
石
）
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。
…
　
填
詞
の
一
道
、
蓋
し
楚
騷
の
變
格
、
漢
賦
の
遺
聲
な
り
。
唐
は
其
の
源
を
闢ひら
き
、
宋
は
其
の
軌
を
隆たか
く
す
。
大
約
綺
羅
を
假
り
て
興
を
寓ぐう
し
、
鞶はん
ぜ
い
に
緣
り
て
以
て
懷
を
攄の
べ
る
。
之
れ
を
長
卿
（
司
馬
相
如
）
の
拂ふつ
袖
し
ゅ
う
掛か
釵さい
、
子
建
（
曹
植
）
の
獻けん
璫とう
解かい
珮はい
に
比なぞ
ら
ふ
。
諷
喩
に
益
有
る
と
雖いえども
、
淫いん
哇あい
に
近
づ
く
無
き
を
得う
る
や
。
…
（
中
略
）
…
草
堂
（
詞
餘
）
の
陋
習
の
多
き
を
笑
い
、
蘭らん
畹えん（
曲
集
）
の
佳
篇
の
少
き
を
憾うら
む
。
格
を
碧
山
（
王
沂
孫
）
に
追
い
、
蹤あと
を
白
石
（
姜
）
に
繼つ
ぐ
。
…
　
篁
園
は
ま
ず
填
詞
と
い
う
文
体
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
語
る
。
填
詞
は
楚
辞
や
漢
賦
と
同
じ
よ
う
な
精
神
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
歴
史
は
唐
に
辿
り
、
宋
で
形
が
定
っ
た
。
お
お
よ
そ
綺
麗
な
言
葉
を
借
り
て
本
当
の
気
持
ち
を
託
す
。
例
え
ば
司
馬
相
如
の
「
美
人
賦
」
や
曹
植
の
「
洛
神
賦
」
と
同
じ
よ
う
に
、
諷
諭
の
助
け
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
決
し
て
淫
ら
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
、
篁
園
は
主
張
し
た
。
　
次
に
、
篁
園
は
『
草
堂
詩
餘
』
に
は
陋
習
が
多
い
と
批
判
し
、『
蘭
畹
曲
集
』
は
良
作
が
少
な
い
と
嘆
く
。『
草
堂
詩
餘
』
は
南
宋
に
編
纂
さ
れ
、
明
代
に
最
も
流
行
し
た
詞
の
選
本
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
民
間
で
活
動
し
て
る
説
話
の
芸
人
、
歌
女
や
妓
女
の
た
め
に
編
纂
し
た
通
俗
的
な
詞
集
で
あ
り
、
作
品
の
文
字
や
作
者
の
誤
り
が
多
く
見
当
た
る
。
四
季
や
節
日
、
宴
会
な
ど
の
場
面
に
よ
る
分
類
さ
れ
て
い
て
、
汎
用
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
広
く
流
通
し
た
ま
で
だ
と
い
う
。『
蘭
畹
曲
集
』
は
唐
末
宋
初
の
填
詞
を
収
め
て
い
て
、『
花
間
集
』
と
よ
く
同
時
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
元
末
で
逸
書
と
な
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
対
句
の
た
め
に
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
「
碧
山
」
は
南
宋
の
王
沂
孫
の
号
で
、「
白
石
」
は
姜
白
石
を
指
す
。
二
人
と
も
南
宋
雅
詞
の
代
表
的
な
作
者
で
あ
る
。
王
沂
孫
の
格
を
追
い
、
姜
白
石
の
跡
を
継
ぎ
た
い
と
、
篁
園
と
そ
の
門
人
た
ち
は
こ
の
二
人
を
目
標
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
ま
た
、
同
じ
く
『
夢
香
詞
』
の
た
め
に
書
い
た
小
引
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
…
日
就
月
將
，
行
見
其
軼
周
凌
柳
，
揖
姜
張
於
一
堂
矣
）
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…
　
日
に
就な
り
月
に
将すす
み
、
行
き
て
其
れ
周
を
軼す
ぎ
て
柳
を
凌
ぐ
、
姜
張
を
野
村
篁
園
の
「
雅
詞
」
と
清
代
の
詞
壇
（211）786
一
堂
に
揖あつ
む
る
を
見
ん
。
　
周
は
周
邦
彦
（
一
〇
五
六
│
一
一
二
一
）、
柳
は
柳
永
（
九
八
七
？
│
一
〇
五
三
？
）、
姜
は
姜
白
石
で
張
は
張
炎
を
指
す
。
周
邦
彦
も
柳
永
も
北
宋
の
人
で
あ
り
、
音
楽
に
精
通
し
、
填
詞
と
い
う
文
体
の
形
式
に
影
響
を
与
え
た
作
者
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
通
り
姜
白
石
は
南
宋
雅
詞
派
詞
人
の
代
表
者
で
あ
り
、
張
炎
は
『
詞
源
』
と
い
う
書
物
を
著
し
、
南
宋
の
雅
詞
を
定
義
し
、
理
論
化
し
た
作
者
で
あ
る
。
　
篁
園
は
夢
香
に
、
こ
の
ま
ま
日
々
少
し
ず
つ
進
歩
す
れ
ば
、
い
つ
か
は
周
邦
彦
と
柳
永
を
越
え
、
姜
白
石
と
張
炎
を
融
合
し
て
自
分
の
も
の
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
期
待
を
寄
せ
た
。
こ
の
書
き
方
か
ら
す
る
と
、
篁
園
の
中
で
は
、
姜
白
石
と
張
炎
は
周
邦
彦
と
柳
永
よ
り
も
格
が
上
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
夢
香
へ
の
言
葉
で
は
あ
る
が
、
篁
園
が
填
詞
に
お
い
て
最
高
な
境
地
と
し
て
い
る
の
は
姜
白
石
や
張
炎
の
よ
う
な
詞
風
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
（
２
）
浙
西
詞
派
の
主
張
　
南
宋
の
雅
詞
は
元
か
ら
明
末
清
初
に
か
け
て
衰
退
の
一
途
を
辿
り
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
姜
白
石
を
始
め
、
南
宋
の
雅
詞
派
詞
人
が
再
び
脚
光
を
浴
び
た
の
は
、
朱
彝
尊
ら
の
浙
西
詞
派
が
再
評
価
し
た
結
果
で
あ
る
。
　
浙
西
詞
派
の
中
心
思
想
を
体
現
し
た
の
は
、『
詞
綜
』
と
い
う
詞
の
選
集
で
あ
る
。
こ
れ
は
朱
彝
尊
と
汪
森
（
一
六
五
三
│
一
七
二
六
）
が
編
纂
し
、
唐
か
ら
金
、
元
ま
で
の
詞
作
を
集
め
、
宋
と
元
人
の
評
語
を
つ
け
た
書
物
で
あ
る
。
朱
彞
尊
は
『
詞
綜
』
の
「
発
凡
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
世
人
言
詞
，
必
稱
北
宋
。
然
詞
至
南
宋
始
極
其
工
，
至
宋
季
而
始
極
其
變
。
姜
堯
章
氏
最
為
傑
出
。
…
（
中
略
）
…
獨
『
草
堂
詩
餘
』
所
収
，
最
下
最
傳
，
三
百
年
來
學
者
守
為
『
兔
園
冊
』，
無
惑
乎
詞
之
不
振
也
。
…
（
中
略
）
…
填
詞
最
雅
，
無
過
石
帚
，『
草
堂
詩
餘
』
不
登
其
隻
字
，
見
胡
浩
「
立
春
」「
吉
席
」
之
作
，
蜜
殊
「
詠
桂
」
之
章
，
亟
収
巻
中
，
可
謂
無
目
者
也
）
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世せ
人じん
詞
を
言
う
に
、
必
ず
北
宋
を
稱
す
。
然
れ
ど
も
詞
は
南
宋
に
至
り
て
、
始
め
て
其
の
工たくみを
極
め
、
宋
の
季すえ
に
至
り
て
始
め
て
其
の
變
を
極
む
。
姜
堯
章
氏 
最
も
傑
出
す
。
…
（
中
略
）
…
獨
り
『
草
堂
詩
餘
』
所
收
は
最
も
下
に
し
て
、
最
も
傳
わ
り
、
三
百
年
來
、
學
者
は
こ
れ
を
守
り
て
『
兔
園
冊
』
と
為
し
、
詞
の
不
振
に
惑
う
無
し
。
…
（
中
略
）
…
填
詞
の
最
も
雅
な
る
も
の
は
、
石
帚
に
過
ぐ
無
し
。『
草
堂
詩
餘
』
は
其
の
隻
字
を
登の
せ
ず
、
胡
浩
（
然
）
の
「
立
春
」「
吉
席
」
の
作
、
蜜
殊
の
「
詠
桂
」
の
章
を
見
る
に
、
亟しば
し
ば
卷
中
に
收
む
る
は
、
目
無
き
者
と
謂
う
べ
き
な
り
。
　
『
詞
綜
』
が
世
に
出
る
ま
で
、
詞
と
い
え
ば
北
宋
と
い
う
の
は
主
流
の
見
方
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
朱
彞
尊
は
南
宋
の
詞
こ
そ
詞
と
い
う
文
体
を
極
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
姜
白
石
が
最
も
雅
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
草
堂
詩
餘
』
は
姜
白
石
の
詞
を
一
首
も
載
せ
て
い
な
い
。
填
詞
が
不
振
に
陥
っ
た
の
は
『
草
堂
詩
餘
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
が
下
品
で
あ
る
785（212）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
く
流
行
し
た
た
め
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
浙
西
詞
派
の
中
心
思
想
と
な
り
、『
詞
綜
』
と
共
に
清
朝
の
詞
壇
に
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
影
響
を
与
え
た
。
篁
園
が
活
躍
し
た
当
時
の
清
朝
の
詞
壇
も
ま
だ
浙
西
詞
派
の
影
響
の
下
に
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
朱
彞
尊
は
「
善
言
詞
者
，
假
閨
房
兒
女
之
言
，
通
之
於
離
騷
、
變
雅
之
義
）
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。」（
詞
を
善
く
言
う
者
は
、
閨
房
兒
女
の
言
を
假
り
て
、
之
を
離
騷
、
變
雅
の
義
に
通
ず
。）
と
い
い
、
篁
園
の
「
填
詞
の
一
道
、
蓋
し
楚
騷
の
變
格
」
と
考
え
方
が
似
て
い
る
。
さ
ら
に
、
朱
彞
尊
は
自
身
の
填
詞
に
対
し
て
、「
不
師
秦
七
，
不
師
黃
九
，
倚
新
聲
、
玉
田
差
近
）
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。」（
秦
七
に
師なら
わ
ず
、
黃
九
に
も
師なら
わ
ず
、
新
聲
に
倚
る
に
は
、
玉
田
差や
や
近
し
）
と
述
べ
て
い
る
。
秦
觀
（
一
〇
四
九
│
一
一
〇
〇
）
も
黃
庭
堅
（
一
〇
四
五
│
一
一
〇
五
）
も
北
宋
の
人
で
あ
り
、
詞
風
は
柳
永
に
近
い
。
こ
れ
が
ま
た
前
述
し
た
篁
園
が
『
夢
香
詞
』
の
小
引
に
述
べ
た
「
周
を
す
ぎ
て
柳
を
凌
ぐ
、
姜
張
を
一
堂
に
揖
む
る
や
」
を
想
起
さ
せ
、
篁
園
の
填
詞
に
対
す
る
理
想
と
す
る
境
地
は
浙
西
詞
派
と
一
致
し
て
い
る
。
（
３
）
同
時
代
の
填
詞
作
者
と
の
傾
向
の
相
違
　
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
填
詞
は
文
人
の
間
に
も
決
し
て
浸
透
し
て
い
る
文
体
で
は
な
か
っ
た
。『
花
間
集
』
は
五
山
時
代
か
ら
す
で
に
僧
侶
や
文
人
の
間
に
読
ま
れ
て
お
り
）
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（
、『
草
堂
詩
餘
』
は
何
度
も
唐
船
に
よ
っ
て
将
来
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
）
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が
、
実
際
に
填
詞
を
試
み
た
人
は
一
握
り
で
あ
る
。
　
そ
の
中
に
、
篁
園
と
時
代
の
近
い
頼
杏
坪
（
一
七
五
六
│
一
八
三
四
）
や
田
能
村
竹
田
（
一
七
七
七
│
一
八
三
五
）
な
ど
も
一
定
程
度
の
質
と
量
の
あ
る
填
詞
作
品
を
残
し
た
が
、
雅
詞
の
影
響
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
頼
杏
坪
は
填
詞
と
い
う
文
体
に
お
い
て
は
珍
し
い
詠
史
詞
を
多
作
し
て
い
る
。
詠
物
詞
を
多
作
し
て
い
る
篁
園
と
は
ま
っ
た
く
違
う
傾
向
に
あ
る
。
　
も
う
一
人
の
田
能
村
竹
田
は
填
詞
に
対
し
て
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
持
っ
て
い
る
作
者
で
あ
る
。
日
本
初
の
填
詞
専
門
書
『
填
詞
図
譜
』
を
自
ら
編
纂
し
、
そ
の
中
で
「
詞
第
一
の
宗
は
、
清
き
よ
し
軽かる
く
し
て
、
悽
惋
艶
麗
を
貴
む
」
と
主
張
し
た
。
実
際
の
詞
風
と
し
て
も
北
宋
の
秦
觀
な
ど
の
婉
約
派
に
近
い
。
篁
園
の
填
詞
が
学
人
の
詞
と
す
れ
ば
、
竹
田
は
詞
人
の
詞
と
言
え
よ
う
。
　
ま
た
、
注
目
し
た
い
の
は
、
竹
田
は
『
填
詞
図
譜
』
に
お
い
て
填
詞
と
い
う
文
体
の
歴
史
に
つ
い
て
説
明
す
る
文
章
の
中
で
、
唐
か
ら
清
ま
で
の
作
者
を
挙
げ
な
が
ら
も
、
南
宋
の
雅
詞
派
の
詞
人
を
一
人
も
挙
げ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
下
傍
点
を
加
え
な
が
ら
引
用
し
て
い
る
。
　
…
卻さ
て説
詞
は
、
李
白
0
0
が
憶
秦
娥
・
菩
薩
蠻
の
二
を
鼻
祖
と
し
て
、
白
楽
0
0
天0
・
温
庭
筠
0
0
0
、
五
代
の
韋
荘
0
0
・
歐
陽
炯
0
0
0
等
、
諸
子
皆
よ
く
す
、
南
唐
の
李
後
0
0
主0
は
古
今
を
冠
絶
す
。
然
れ
共
此
時
は
多
く
は
小
令
な
り
、
宋
に
至
り
て
、
宗
廟
朝
廷
に
も
是
を
用
ひ
、
大
晟
府
を
建
て
雅
楽
の
寮
と
な
し
、
周
美
成
0
0
0
・
柳
耆
卿
0
0
0
を
待
詔
と
な
し
、
日
月
に
新
曲
を
製
し
む
、
蘇
東
坡
0
0
0
・
秦
少
游
0
0
0
・
黃0
山
谷
0
0
・
陸
放
翁
0
0
0
、
閨
秀
に
も
李
清
照
0
0
0
・
朱
淑
真
0
0
0
の
類
、
妙
手
あ
げ
て
数
え
難
し
、
詞
こ
こ
に
至
て
隆
り
な
と
す
。
元
明
稍
衰
ふ
、
雖
然
元
に
は
元
好
問
0
0
0
・
趙
子
昂
0
0
0
、
明
に
は
楊
升
庵
0
0
0
・
王
元
美
0
0
0
・
文
徵
明
0
0
0
・
陳
眉
公
0
0
0
・
李
笠
翁
0
0
0
あ
り
、
野
村
篁
園
の
「
雅
詞
」
と
清
代
の
詞
壇
（213）784
清
朝
に
及
ん
で
呉
梅
村
0
0
0
・
毛
奇
齡
0
0
0
・
朱0
彞0
尊0
・
王
漁
洋
0
0
0
諸
豪
傑
出
で
）
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竹
田
は
清
朝
の
傑
出
な
詞
人
と
し
て
朱
彞
尊
を
あ
げ
な
が
ら
も
、
浙
西
詞
派
の
存
在
さ
え
気
づ
い
て
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
南
宋
雅
詞
派
詞
人
の
名
前
が
出
て
こ
な
い
。
ま
た
、
竹
田
の
『
填
詞
図
譜
』
が
出
版
さ
れ
た
時
、
ち
ょ
う
ど
浙
西
詞
派
に
対
抗
し
て
常
州
詞
派
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
竹
田
の
主
張
は
ほ
ぼ
こ
の
二
つ
の
詞
派
と
正
反
対
の
方
向
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
填
詞
図
譜
』
が
詞
牌
の
範
例
と
し
て
挙
げ
た
作
例
の
う
ち
に
、
雅
詞
派
の
詞
人
の
作
品
は
一
首
、
二
首
ほ
ど
し
か
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
竹
田
の
填
詞
と
い
う
文
体
に
対
す
る
認
識
は
篁
園
と
較
べ
て
、
前
時
代
で
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
　
そ
れ
に
対
し
て
、
篁
園
の
門
人
に
あ
た
る
友
野
霞
舟
（
一
七
九
一
│
一
八
四
九
）
と
日
下
部
夢
香
の
填
詞
作
品
は
明
ら
か
に
篁
園
と
同
じ
傾
向
に
あ
る
。
両
者
と
も
詠
物
詞
が
全
体
作
品
の
半
分
ほ
ど
を
占
め
て
お
り
、
南
宋
の
詞
人
に
次
韻
し
た
作
品
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
友
野
霞
舟
は
日
本
最
大
の
漢
詩
総
集
『
熈
朝
詩
薈
』
の
編
纂
者
と
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
『
熈
朝
詩
薈
』
の
体
例
は
朱
彝
尊
の
『
明
詩
綜
』
と
王
昶
（
一
七
二
五
│
一
八
〇
七
）
の
『
湖
海
詩
傳
』
を
参
考
に
し
て
い
る
）
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。
王
昶
は
朱
彝
尊
の
遺
稿
を
手
に
入
れ
て
『
明
詞
綜
』
を
完
成
し
た
学
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
王
昶
の
填
詞
は
姜
白
石
、
張
炎
を
な
ら
い
、
浙
西
詞
派
後
期
の
詞
人
で
も
あ
る
。
こ
の
王
昶
は
乾
隆
四
十
八
年
（
一
七
八
三
）
に
書
い
た
「
江
賓
谷
梅
鶴
詞
序
）
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」
に
お
い
て
詞
人
の
品
格
を
詞
作
自
体
の
評
価
に
も
結
び
つ
く
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
姜
白
石
と
「
姜
史
」
と
併
称
さ
れ
て
き
た
史
達
祖
は
浙
西
詞
派
の
詞
人
た
ち
の
中
で
の
評
価
が
張
炎
、
王
沂
孫
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
く
。
篁
園
の
填
詞
に
お
い
て
史
達
祖
を
学
習
し
た
痕
跡
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
前
述
し
た
『
夢
香
詞
』
の
序
や
小
引
な
ど
は
一
切
史
達
祖
に
つ
い
て
触
れ
な
か
っ
た
。
篁
園
は
王
昶
の
主
張
に
影
響
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
の
を
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
篁
園
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
門
人
た
ち
も
ほ
ぼ
同
時
代
の
浙
西
詞
派
の
学
者
の
影
響
を
受
け
て
い
て
、
清
代
の
詞
壇
の
動
向
を
よ
く
把
握
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
昌
平
黌
と
い
う
漢
籍
の
輸
入
に
恵
ま
れ
た
場
所
に
篁
園
ら
が
い
た
こ
と
も
関
わ
っ
て
い
よ
う
）
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他
に
も
現
在
で
は
数
首
の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
の
作
者
が
い
る
が
、
い
ず
れ
も
南
宋
の
雅
詞
詞
風
で
は
な
い
。
篁
園
は
日
本
に
お
い
て
初
め
て
雅
詞
に
興
味
を
持
ち
、
制
作
を
試
み
た
作
者
と
し
て
、
日
本
の
詞
史
の
中
で
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
終
わ
り
に
　
篁
園
の
填
詞
に
は
「
雅
詞
」
と
分
類
さ
れ
る
詞
風
と
詠
物
詞
を
多
作
し
て
い
る
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
篁
園
が
使
用
し
た
詞
牌
と
選
ん
だ
題
材
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、
そ
れ
は
単
に
南
宋
詞
人
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
、
清
代
の
詞
人
の
作
品
に
も
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
篁
園
が
詠
物
詞
を
多
作
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
は
、
そ
も
そ
も
詠
物
詞
が
多
い
南
宋
雅
詞
派
と
浙
西
詞
派
の
作
品
を
参
考
に
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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さ
ら
に
具
体
的
に
篁
園
の
詠
物
詞
を
見
て
い
く
と
、
篁
園
は
南
宋
詞
人
の
作
品
を
手
本
と
し
な
が
ら
も
、
清
代
の
詞
論
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
填
詞
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
品
に
整
っ
て
い
る
詩
語
に
典
故
の
多
用
か
ら
、
そ
の
学
殖
の
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
、
清
代
の
詞
人
と
同
じ
く
学
人
の
詞
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
。
　
ま
た
、
篁
園
の
填
詞
に
関
す
る
主
張
を
見
れ
ば
、
篁
園
は
浙
西
詞
派
の
主
張
に
共
鳴
し
、
南
宋
の
「
雅
詞
」
に
傾
倒
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
同
時
代
の
田
能
村
竹
田
の
主
張
と
は
非
常
に
い
い
対
照
と
な
っ
て
い
る
。
　
篁
園
は
清
代
の
詞
人
の
名
前
を
自
身
の
填
詞
作
品
に
直
接
に
出
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
清
代
の
詞
壇
の
動
向
に
常
に
注
目
し
て
い
て
、
把
握
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
る
。
同
時
代
の
日
本
文
人
と
較
べ
て
、
篁
園
は
詞
学
の
最
先
端
に
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
篁
園
は
在
野
の
文
人
た
ち
と
は
あ
ま
り
交
流
を
持
た
ず
、
交
友
範
囲
は
昌
平
黌
周
辺
の
人
々
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
篁
園
は
漢
文
学
を
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
分
を
「
日
本
の
詞
壇
の
一
員
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
海
を
隔
て
た
清
の
詞
人
た
ち
と
同
じ
世
界
の
中
で
功
績
を
残
せ
ん
と
す
る
気
持
ち
で
努
力
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
う
か
が
え
る
詞
人
で
あ
る
。
注
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二
玄
社
、
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九
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五
年
初
出
、
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ち
に
『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
巻
六
（
同
朋
舎
、
一
九
八
五
年
）
に
収
録
。
（
2
）　
「
野
村
篁
園
の
詞
集
『
秋
篷
笛
譜
』
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
学
研
究
』
第
四
十
一
期
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）「
野
村
篁
園
を
中
心
と
し
た
填
詞
活
動
に
つ
い
て
」
（『W
A
SED
A
 RILA
S JO
U
RN
A
L
』N
o.4
、
二
〇
一
六
年
十
月
）
な
ど
が
あ
る
。
（
3
）　
生
年
は
夏
承
燾
『
姜
白
石
詞
編
年
箋
校
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
）、
卒
年
は
王
睿
「
姜
卒
年
新
考
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文
学
遺
産
』、
二
〇
一
〇
年
第
三
期
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に
従
う
。
（
4
）　
生
卒
年
は
黄
賢
俊
「
史
梅
渓
遺
事
考
」（『
中
洲
学
刊
』、
一
九
八
五
年
第
一
期
）
に
従
う
。
（
5
）　
生
卒
年
は
呉
箋
校
『
夢
窗
詞
彙
校
箋
釋
集
評
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
に
従
う
。
（
6
）　
生
卒
年
は
常
国
武
「
王
沂
孫
出
仕
及
生
卒
年
歳
問
題
的
探
索
」（『
文
学
遺
産
増
刊
』
第
十
一
期
、
一
九
六
二
年
）
に
従
う
。
（
7
）　
雅
詞
派
の
定
義
に
つ
い
て
は
劉
少
雄
の
『
南
宋
姜
吳
典
雅
詞
派
相
關
詞
學
論
題
之
探
討
』（
臺
大
出
版
委
員
會
、
一
九
九
七
）
を
参
照
。
（
8
）　
「
以
姜
白
石
、
史
梅
溪
刻
劃
之
筆
，
寫
江
鄉
風
味
，
令
人
有
鱸
之
想
」「
詠
物
之
作
，
細
膩
不
減
史
達
祖
、
吳
文
英
」（『
域
外
詞
選
』、
夏
承
燾
選
校
、
張
珍
懐
・
胡
樹
淼
注
釈
、
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
（
9
）　
『
篁
園
全
集
』
所
収
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。
（
10
）　
「
緑
意
」
は
「
疏
影
」
と
同
じ
曲
調
で
あ
る
。
張
炎
は
荷
を
詠
じ
る
た
め
に
詞
牌
の
名
を
改
め
た
。
（
11
）　
張
淘
「
大
窪
詩
仏
詠
物
詩
考
│
│
中
国
詠
物
詩
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
│
│
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
分
冊
、
二
〇
一
三
年
二
月
）
の
第
五
節
を
参
照
。
（
12
）　
富
士
川
英
郎
、
松
下
忠
、
佐
野
正
巳
編
『
詩
集
日
本
漢
詩
』
巻
八
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
。
（
13
）　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
、
一
七
八
三
年
。
（
14
）　
昌
平
黌
に
所
蔵
さ
れ
た
の
は
清
乾
隆
十
一
年
（
一
七
四
六
）
序
刊
本
で
あ
り
、
現
在
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
15
）　
『
文
選
』
巻
三
十
一
。
（
16
）　
生
卒
年
は
平
塚
順
良
「
沈
義
甫
（
沈
義
父
）
的
生
平
考
」（『
成
大
中
文
学
報
』
第
四
十
七
期
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
）
に
従
う
。
野
村
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園
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雅
詞
」
と
清
代
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詞
壇
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（
17
）　
『
學
海
類
編
』
所
収
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
七
年
。
（
18
）　
清
・
王
士
禛
、
張
宗
柟
簒
集
、
戴
鴻
森
校
點
『
帯
經
堂
詩
話
』、
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
六
三
年
。
（
19
）　
例
え
ば
錢
泳
の
『
履
園
譚
詩
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
に
「
詠
物
詩
最
難
工
，
太
切
則
粘
皮
帶
骨
，
不
切
題
則
捕
風
捉
影
，
須
在
不
即
不
離
之
間
」
と
あ
り
、
呉
雷
発
の
『
説
詩
管
蒯
』（『
清
詩
話
』
所
収
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
に
「
詠
物
詩
要
不
即
不
離
，
工
細
中
具
縹
緲
之
致
」
と
あ
る
。
（
20
）　
唐
・
劉
禹
錫
の
「
烏
衣
巷
」（『
全
唐
詩
』
巻
三
六
五
）
に
「
舊
時
王
謝
堂
前
燕
、
飛
入
尋
常
百
姓
家
」
と
あ
る
。
（
21
）　
元
・
尹
廷
高
の
「
庚
子
營
又
青
舊
業
」（『
元
詩
選
』）
に
「
足
間
紅
縷
猶
無
恙
、
巷
口
斜
陽
記
不
真
」
と
あ
る
。
（
22
）　
明
・
時
大
本
の
「
白
燕
」（
楊
儀
『
驪
珠
雜
錄
』
所
載
）
の
「
珠
簾
十
二
中
間
卷
、
玉
剪
一
雙
高
下
飛
」
を
踏
襲
し
て
い
る
。
（
23
）　
劉
宋
・
鮑
照
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「
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燕
詩
」（『
鮑
參
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集
』
巻
六
）
を
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し
て
い
る
。
（
24
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集
巻
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、
国
会
図
書
館
所
蔵
。
（
25
）　
『
篁
園
全
集
』
巻
十
六
所
収
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。
（
26
）　
日
下
部
夢
香
、『
夢
香
詞
』、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
。
（
27
）　
朱
彞
尊
・
汪
森
編
『
詞
綜
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
。
（
28
）　
「
陳
緯
雲
『
紅
鹽
詞
』
序
」、『
曝
書
亭
集
』
巻
四
〇
。
（
29
）　
「
解
佩
令
│
│
自
題
詞
集
」、『
曝
書
亭
集
』
巻
二
十
五
。
（
30
）　
注（
１
）を
参
照
。
（
31
）　
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
六
七
年
）
を
参
照
。
（
32
）　
『
填
詞
圖
譜
』、『
田
能
村
竹
田
全
集
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
六
年
。
（
33
）　
「
熈
朝
詩
薈
序
」（『
錦
天
山
房
詩
話
』
所
収
、
池
田
四
郎
次
郎
編
『
日
本
詩
話
叢
書
』
巻
八
、
文
会
堂
書
店
、
一
九
二
二
年
）
を
参
照
。
（
34
）　
「
余
常
謂
論
詞
必
論
其
人
，
與
詩
同
。
如
晁
瑞
禮
、
万
俟
雅
言
、
康
順
之
，
其
人
在
俳
優
戲
弄
之
間
，
詞
亦
庸
俗
不
可
耐
。
周
邦
彥
亦
未
免
於
此
。
至
姜
氏
、
周
氏
密
諸
人
，
始
以
博
雅
擅
名
，
往
來
江
湖
，
不
為
富
貴
所
熏
灼
，
是
以
其
詞
冠
於
南
宋
，
非
北
宋
之
所
能
及
。
暨
於
張
氏
炎
、
王
氏
沂
孫
，
故
國
遺
民
，
哀
時
感
事
，
緣
情
賦
物
，
以
寫
憫
周
哀
郢
之
詩
，
而
詞
之
能
事
畢
矣
。
世
人
不
察
，
猥
以
姜
、
史
同
日
而
語
，
且
舉
以
律
君
。
夫
梅
溪
乃
平
原
省
吏
，
平
原
之
敗
，
梅
溪
因
以
受
黥
，
是
豈
可
與
白
石
比
量
工
拙
哉
？
」（『
春
融
堂
集
』
巻
四
十
一
）
（
35
）　
拙
論
「
野
村
篁
園
の
詞
集
『
秋
篷
笛
譜
』
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
学
研
究
』
第
四
十
一
期
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）
の
第
四
節
を
参
照
。
